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【進路行事について】 

《２学年 10 月 26日(木) 大学ドリーム講座 》 

大学の模擬講義を受講することで、「学問」が人間・社会

とどう関わり、いま直面する課題をどう解決し、どのよう

な世界を築いていくかということについて考えを深め、自

らの進学志望の具体化に役立てることを目的として実施し

ました。 

    【自己実現力】【課題発見力】【受信力・発信力】 

 

《ガイダンスの様子》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ガイダンスの内容・感想》 

東北大学 文学部  横溝 博 教授  

【源氏物語の表現を読む  ──「昔」と「いにしへ」】 

 

 

 

 

弘前大学 人文社会科学部 森 樹男 教授  

【With コロナ時代における  観光振興と地域活性化】 

 

 

 

 

東北大学 法学部  伏見 岳人 教授  

【日本政治外交史（研究テーマ）】 

 

 

 

宮城教育大学 教育学部  市瀬 智紀 教授  

【国際的な教育の潮流と教育の未来】 

 

 

 

 

 

東北大学 理学部 物理系 服部 誠 准教授  

【宇宙創成期を偏光観測で観る】 

 

 

 

 

東北大学 工学部 化学・バイオ工学科久保 正樹 教授 

【ものづくりのための化学と工学】 

 

 

 

 

岩手大学 農学部 斎藤 靖史 准教授  

【DNA、遺伝子とゲノム編集】 

 

 

 

 

はこだて未来大学 システム情報科学部 佐藤 生馬 准教授 

【生体医工学、コンピュータ外科（研究テーマ）】 

 

 

 

 

 

弘前大学医学部 鬼島 宏 教授  

【心音の機序 ― 患者さんへの配慮を忘れずに聴診を行う ー】 

 

 

 



 

《 １・２学年  10 月 7日(土) 10 月 22日(日) 

読売新聞高校生向け医療体験プログラム 

未来の医療を創る君へオンラインセミナー 》 

 

 読売新聞主催の医療体験オンラインセミナーを聴講する

ことで、高度先進医療に携わる医療従事者は、日々どのよ

うな思いで命と向き合い、どのような未来を見据えて働い

ているのかを学ぶ、良い機会とすることを目的として参加

しました。 

【自己実現力】【課題発見力】 

  

《ガイダンスの内容》 

[第１回セミナー]  13:30～16:15 東北大学  

テーマ：【画像で病気を診て、針と管で治療する  

〜 放射線診断医の世界 ～】 

講 師：高瀬 圭 教授（放射線診断科） 

大田 英揮 教授（メディカル ITセンター） 

森下 陽平 助教（放射線診断科） 

木下 知 特任助手（放射線診断科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

[第３回セミナー] 13:00～16:30 順天堂大学  

テーマ：【高校生に伝えたい】 

講 師：天野 篤 特任教授（心臓血管外科） 

中西 啓介 准教授（心臓血管外科） 

猪俣 武範 准教授（眼科） 

掛水 真帆 助手（麻酔科） 

石山 明日香 助教（小児外科） 

 

 

 

 

 

 

 

【ICT端末を探究・研究に活用しよう】 

教育分野の ICTについては、近年、Education（教育）と

Technology（技術）をかけ合わせた EdTechという造語で知

られるように、様々なものが開発されています。EdTechの

中でも着目されているもののひとつが、Massive Open 

Online Course(MOOC ムーク)です。MOOCはインターネット

上で誰もが無料で受講できる大規模な開かれた講義です。    

2012年にアメリカで始まった MOOCは、日本でも 2013年

に一般社団法人日本オープンオンライン教育推進協議会

（JMOOC）が設立され、日本語による MOOCの提供及び普及

拡大が進められています。JMOOCでは、大学講師陣および

企業が提供する本格的なオンライン講義を公開し、誰もが

無料で受講できる教育サービスを提供しています。複数の

講座配信プラットフォームをまとめるポータルサイトの役

割を果たしており、JMOOCサイトで全ての講座を閲覧・検

索・受講することができます。大学教育の拡大という側面

の他に、幅広い年齢層の人達に対する教育効果が期待され

ていて、例えば以下のような 3点が挙げられます。 

・高校と大学での教育の連携   

・生涯教育への貢献 

・変化の激しい分野における専門性のカバー 

 

高校と大学の教育の連携については、大学教授を講師と

して迎え入れ、ビッグデータなどの最先端技術に関する授

業を高校生に対して提供することで、教育機関の縦の繋が

りを促進させています。また、講座提供機関や講座内容に

よって、下記３つの種類に分かれています。 

カテゴリーⅠ：大学が提供する大学通常講義相当の講座 

カテゴリーⅡ：専門学校・高等専門学校が提供する講座、

公的研究機関推薦講座、学会推薦講座 

カテゴリーⅢ：大学が提供する特別講義および公開講座相

当の講座、企業等が提供する講座等 

 

Society 5.0の 時代を生きていく中で、みなさん一人ひ 

とりの可能性を引き出すためには、学校現場におけるＩＣ

Ｔの積極的かつ適切な活用が効果的とされています。探究

活動や自分の興味関心に合わせて活用していきましょう。 

 

 

 

〔画像は JMOOCホームページより一部抜粋引用〕 

文責：進路指導部 中田 隼太 

 


